
特集　北陸新幹線　開業

これがわが社の
イチ押しです

記事５～６面

旅
行
業
各
社
に
聞
く「
新
幹
線
関
連
商
品
」

Ｈ
Ｉ
Ｓ「

気
軽
に
行
く
」を
意
識

楽
天

沿
線
の〝
良
さ
〟伝
え
る

北
陸
新
幹
線
が
開
業

沿
線
地
域
の
観
光
活
性
化

体
験
、周
遊
に
新
た
な
魅
力
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北
陸
新
幹
線
が

日
に
開
業
す
る
。
延
伸
区
間
の
金
沢
―
長
野
沿
線
、
さ
ら
に
は
周
辺
の
観
光
地
域

に
と
っ
て
誘
客
拡
大
へ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
今
年
の
国
内
観
光
の
話
題
と
し
て
は
最
大
級

で
、
消
費
者
や
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度
は
高
い
。
一
方
で
、
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
や
国
内
外
へ
の
情
報

発
信
、
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
せ
な
い
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
な
ど
、
地
域
や
旅
行
会
社
の
取
り
組
み
が
試
さ

れ
る
時
で
も
あ
る
。
新
幹
線
開
業
を
通
じ
た
継
続
的
な
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

北陸新幹線開業を目前に控えた金沢駅

富山県高岡市の金屋町の町並み

長野県飯山市の菜の花公園と斑尾山

高
田
城
と
夜
桜
（
新
潟
県
上
越
市
）

□
石
川
県

　
金
沢
駅
が
玄
関
口
と
な
る
石

川
県
。
金
沢
市
の
金
沢
城
公
園

と
兼
六
園
で
は

～

日
に
新

幹
線
開
業
に
合
わ
せ
た
特
別
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
業
イ
ベ
ン

ト
で
盛
り
上
が
る
。
金
沢
駅
構

内
の
観
光
案
内
所
も
９
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
石

川
県
、
金
沢
市
な
ど
の
観
光
情

報
の
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

　
能
登
を
舞
台
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
ま
れ
」

の
放
送
も
今
月

日
に
始
ま

り
、
観
光
に
追
い
風
に
な
り
そ

う
だ
。
輪
島
市
の
観
光
施
設

「
輪
島
キ
リ
コ
会
館
」
は
、
旧

施
設
を
閉
館
し
、
今
月

日
に

輪
島
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
新
築

オ
ー
プ
ン
。
能
登
地
方
の
夏
秋

の
祭
礼
に
担
ぎ
出
さ
れ
る
巨
大

な
御
神
灯
「
キ
リ
コ
」
を
展
示

す
る
。
輪
島
塗
の
奥
深
さ
に
触

れ
ら
れ
る
新
し
い
「
輪
島
塗
会

館
」
も
同
じ
日
に
オ
ー
プ
ン
す

る
。

　
の
と
鉄
道
は
４
月

日
か
ら

観
光
列
車「
の
と
里
山
里
海
号
」

を
七
尾
―
和
倉
温
泉
―
穴
水
の

区
間
に
運
行
す
る
。
一
方
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
、

月
に
始
ま
る

北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
金
沢

―
羽
咋
―
七
尾
―
和
倉
温
泉
の

区
間
に
観
光
列
車
「
花
嫁
の
れ

ん
」
を
運
行
す
る
予
定
。

　
加
賀
市
の
温
泉
地
も
宿
泊
客

の
増
加
に
期
待
。
山
代
温
泉
は

共
同
浴
場
「
古
総
湯
」
を
中
心

と
し
た
「
湯
の
曲
輪
」
の
そ
ぞ

ろ
歩
き
を
、
開
湯
１
３
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
山
中
温
泉
は
松

尾
芭
蕉
と
の
縁
の
深
さ
や
鶴
仙

渓
の
川
床
、
芸
妓
に
よ
る
山
中

座
の
伝
統
芸
能
を
、
片
山
津
温

泉
は
柴
山
潟
の
景
観
や
現
代
的

な
建
物
の
総
湯
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。

□
富
山
県

　
黒
部
宇
奈
月
温
泉
、
富
山
、

新
高
岡
と
三
つ
の
新
幹
線
停
車

駅
を
持
つ
富
山
県
。
開
業
に
合

わ
せ
、
県
と
県
内
の
市
町
が
連

携
し
て
企
画
し
た
特
別
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
『
大
人
の
遊
び
、


の
富
山
旅
。
』〈
春
〉」
の
提

供
が
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
が
、
高

岡
市
金
屋
町
を
舞
台
に
し
た

「
釜
師
畠
春
斎
『
さ
ま
の
こ
』

の
家
の
公
開
」
。
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
町
で
、「
さ
ま
の
こ
」

と
呼
ば
れ
る
千
本
格
子
の
家
並

み
と
石
畳
が
続
く
。
高
岡
鋳
物

の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
釜
師

畠
春
斎
の
住
宅
の
座
敷
や
茶
室

な
ど
が
特
別
公
開
さ
れ
る
。

　
「
富
山
旅
」
以
外
に
も
、
関

係
機
関
の
連
携
で
商
品
化
さ
れ

た
「
ト
ロ
ッ
コ
電
車
と
関
電
竪

坑
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
行
く
黒
部

峡
谷
パ
ノ
ラ
マ
展
望
ツ
ア
ー
」

に
注
目
。
ト
ロ
ッ
コ
電
車
終
点

の
さ
ら
に
先
、
一
般
客
は
立
ち

入
り
で
き
な
い
電
力
会
社
施
設

内
の
列
車
、
ト
ン
ネ
ル
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
見
学
で
き
る
。

□
新
潟
県

　
新
潟
県
の
新
幹
線
停
車
駅
は

上
越
妙
高
と
糸
魚
川
。

日
か

ら
は
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
新
潟

　
春
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
県
内
各
地
へ

の
周
遊
や
着
地
型
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
促
す
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
る
。

　
日
本
三
大
夜
桜
に
数
え
ら
れ

る
上
越
市
の
高
田
城
百
万
人
観

桜
会
は
４
月
３
～

日
に
開
催

さ
れ
る
。
妙
高
市
の
高
原
エ
リ

ア
で
は
雪
解
け
と
と
も
に
花
を

楽
し
む
散
策
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
季
節
が
到
来
。
糸
魚
川
ジ
オ

パ
ー
ク
が
広
が
る
糸
魚
川
市
で

は
、
ヒ
ス
イ
や
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

９
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
上
越
妙
高
駅
か
ら
直
江
津
港

を
経
由
し
た
佐
渡
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
向
上
す
る
。
直
江
津
港
―

佐
渡
・
小
木
港
間
に
新
し
い
高

速
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
あ
か
ね
」

が
４
月

日
に
就
航
。
所
要
時

間
は
１
時
間
ほ
ど
短
縮
さ
れ
、

約
１
時
間

分
で
結
ば
れ
る
。

□
長
野
県

　
飯
山
駅
が
停
車
駅
と
な
る
長

野
県
。飯
山
市
と
周
辺
８
市
町

村
は「
信
越
自
然
郷
」と
し
て
広

域
で
の
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い

る
。信
州
い
い
や
ま
観
光
局
は
、

４
月

日
～
５
月

日
の
休
日

を
中
心
に
、飯
山
駅
を
起
点
と

す
る
半
日
バ
ス
ツ
ア
ー「
お
さ

ん
ぽ
バ
ス
で
花
め
ぐ
り
」を
催

行
。菜
の
花
や
桜
、ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
な
ど
、花
を
テ
ー
マ
に
信
越

自
然
郷
の
各
地
を
巡
る
５
ル
ー

ト
を
設
定
し
て
い
る
。

　
飯
山
線
で
は
４
月
４
日
に
観

光
列
車
「
お
い
こ
っ
と
」
が
運

行
を
開
始
。
山
や
川
、
田
園
な

ど
ど
こ
か
懐
か
し
い
風
景
が
広

が
る
長
野
―
飯
山
―
十
日
町
間

を
結
ぶ
。
十
日
町
駅
で
は
、
一

部
の
運
行
日
を
除
き
、
酒
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
観
光
列
車

「
越
乃
Ｓ
ｈ
ｕ
＊
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ
」

と
も
接
続
す
る
。

□
福
井
県

　
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
福
井

・
敦
賀
間
の
開
業
は
ま
だ
先
だ

が
、
福
井
県
の
観
光
地
も
金
沢

開
業
を
踏
ま
え
て
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
あ
わ
ら
市
の
あ
わ
ら
温
泉

は
、
旅
館
の
女
将
が
そ
ろ
っ
て

日
本
酒
の
利
き
酒
の
資
格
を
取

得
し
た
り
、
広
場
に
足
湯
「
芦

湯
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
り
す

る
な
ど
、
お
も
て
な
し
や
地
域

づ
く
り
を
強
化
。
あ
わ
ら
温
泉

は
今
年
、
開
湯
１
３
０
周
年
を

迎
え
、
８
月
か
ら
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
す
る
。

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
首
都
圏
発

着
の
個
人
旅
行
商
品
「
お
す

す
め
！
北
陸
新
幹
線
開
業
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
を
、
ウ
ェ
ブ
で

１
月

日
か
ら
、
店
頭
で
２

月

日
か
ら
販
売
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

に
新
幹
線
開
業
特
集
を
掲
載

し
、
開
業
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
や
車
両
の
特
徴
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
同
商
品
は
、
日
本
旅
行
と

の
共
同
企
画
商
品
。
Ｈ
Ｉ
Ｓ

は
Ｊ
Ｒ
商
品
の
充
実
を
図
る

た
め
、
２
０
１
２
年
に
日
本

旅
行
と
提
携
し
て
い
る
。
昨

年
５
月
に
は
、
上
越
新
幹
線

経
由
と
な
る
、
鉄
道
を
テ
ー

マ
と
し
た
北
陸
商
品
を
初
め

て
発
売
し
て
お
り
、
今
回
の

北
陸
新
幹
線
商
品
は
、
昨
年

の
商
品
と
比
較
し
て
５
倍
前

後
の
集
客
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
同
商
品
は
、
初
め
て
北
陸

を
訪
れ
る
首
都
圏
在
住
の


～

代
前
半
の
比
較
的
若
い

層
を
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設

定
し
て
い
る
。
日
本
旅
行
の

商
品
と
は
、
ホ
テ
ル
の
選
定

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
で
差
別
化
し
て
い

る
。

　
関
東
国
内
旅
行
営
業
本
部

東
北
＆
北
陸
地
区
仕
入
・
企

画
責
任
者
の
秋
山
素
宏
氏
は

「
こ
の
商
品
で
は
、
１
泊
２

日
で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
良
く
し
、
気
軽
に
北
陸

に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

意
識
し
た
。
ま
ず
は
現
地
を

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
同
商
品
は
、
６
月

日
帰

着
ま
で
。
そ
の
後
は
バ
ス
を

利
用
し
た
現
地
周
遊
プ
ラ
ン

な
ど
の
新
商
品
を
造
成
・
販

売
す
る
な
ど
、
北
陸
新
幹
線

関
連
の
商
品
群
を
充
実
さ
せ

る
予
定
。

　
楽
天
は
開
業
直
前
の
１
～

８
日
に
実
施
し
た
「
楽
天
ス

ー
パ
ー
セ
ー
ル
」
で
、
初
め

て
「
北
陸
新
幹
線
開
業
記
念

プ
ラ
ン
」
を
設
定
し
、
沿
線

宿
泊
施
設
の
価
格
を
抑
え
た

目
玉
プ
ラ
ン
を
販
売
。
「
全

国
の
中
で
最
も
好
調
な
売
れ

行
き
」
（
ト
ラ
ベ
ル
事
業
国

内
営
業
部
北
陸
営
業
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
加
藤
桂

介
氏
）
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
５
月


日
ま
で
の
予
定
で
北
陸
新
幹

線
特
集
と
し
て
、
沿
線
各
県

の
宿
や
周
辺
エ
リ
ア
の
観
光

情
報
を
掲
載
、
開
業
機
運
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。

　
特
に
、
新
幹
線
往
復
乗
車

券
と
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の「
び
ゅ
う
」

商
品
、
周
遊
や
移
動
に
便
利

な
レ
ン
タ
カ
ー
、
観
光
バ
ス

付
き
の
特
別
プ
ラ
ン
の
販
売

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
楽
天
は
昨
年
、
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
、
北
陸
地
区
の

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
営
業
担
当

者
を
、
そ
れ
ま
で
の
４
人
か

ら
７
人
に
増
員
し
た
。
旧
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
は
２
０
１
１
年

６
月
、
北
陸
支
社
を
金
沢
市

内
に
設
け
た
が
、
楽
天
本
社

は
４
日
、
グ
ル
ー
プ
の
北
陸

地
区
の
拠
点
と
し
て
、
楽
天

市
場
事
業
担
当
者
も
加
わ
っ

た「
金
沢
支
社
」を
開
設
し
、

ト
ラ
ベ
ル
事
業
と
と
も
に
エ

リ
ア
３
県
で
の
営
業
活
動
強

化
に
踏
み
出
し
た
。

　
加
藤
氏
は「
北
陸
は
現
在
、

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
エ
リ

ア
だ
。
新
幹
線
の
認
知
度
も

上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
の
時

期
に
、
お
客
さ
ま
に
沿
線
施

設
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
。
一
過
性
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
来
年
以
降
も
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
特
集

ペ
ー
ジ
作
り
や
見
せ
方
の
工

夫
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

http://www.kagaya.co.jp/
http://hokuriku-w7.com/
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線
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Ｊ
Ｔ
Ｂ迫

力
の
ダ
ム
放
水
見
る

「前年比％越え」
トップツアー阪

急
交
通
社

能
登
巡
る
商
品
に

人

日
本
旅
行地

域
の
魅
力
掘
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下
げ
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新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
て
旅
行
業
各
社
が
北
陸
方
面
の
商
品
造
成
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
新
幹
線
に
乗
っ
て
観
光
地
を
気
軽
に
訪
ね
た
り
、
一
歩
足
を
伸

ば
し
て
普
段
め
っ
た
に
行
け
な
い
〝
秘
境
〟
を
訪
れ
た
り
と
、
内
容
も
さ
ま
ざ

ま
だ
。地
域
と
と
も
に
新
し
い
観
光
資
源
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
事
例
も
あ
る
。

　
商
品
改
革
を
進
め
、
個
人

旅
行
企
画
商
品
「
エ
ー
ス
Ｊ

Ｔ
Ｂ
」
に
つ
い
て
は
価
値
を

追
求
し
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。
北

陸
新
幹
線
を
か
ら
め
た
同
社

お
勧
め
の
プ
ラ
ン
も
エ
ー
ス

な
ら
で
は
の
企

画
内
容
だ
。

　
１
月

日
に

発
売
し
た
東
京

発
の
エ
ー
ス
商

品
「
ト
ロ
ッ
コ

電
車
竪
坑
パ
ノ

ラ
マ
ツ
ア
ー
と

黒
部
ダ
ム
早
朝

放
水
が
始
ま
る

瞬
間
を
見
る
ツ

ア
ー
３
日
間
」

は
、
そ
の
名
称

の
通
り
、
通
常

の
営
業
時
間
帯
に
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
黒
部
ダ
ム
の

放
水
開
始
の
瞬
間
を
見
学
で

き
る
も
の
。
水
圧
の
関
係
で

徐
々
に
水
量
を
上
げ
て
い
く

ダ
ム
放
水
の
様
子
は
迫
力
満

点
だ
。
放
水
開
始
の
景
観
を

見
る
企
画
は
、
こ
れ
ま
で
関

西
電
力
が
主
催
し
た
公
募
イ

ベ
ン
ト
で
実
施
さ
れ
た
こ
と

は
あ
る
が
、
旅
行
商
品
と
し

て
は
初
の
試
み
と
い
う
。

　
関
西
電
力
の
協
力
に
よ
り

通
常
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
関
電
施
設
を
見
学
で
き
る

の
も
特
徴
だ
。
ツ
ア
ー
最
終

日
に
黒
部
峡
谷
鉄
道
ト
ロ
ッ

コ
電
車
終
点
「
欅
平
駅
」
の

先
に
あ
る
関
電
施
設
内
を
専

用
列
車
で
移
動
し
、
竪
坑
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
標
高

８
０
０
㍍
の
地
点
へ
。
さ
ら

に
ト
ン
ネ
ル
や
登
山
道
を
約

１
・
５
㌔
㍍
歩
い
て
行
く
パ

ノ
ラ
マ
展
望
台
で
は
、
白
馬

鑓
ヶ
岳
・
唐
松
岳
な
ど
の
北

ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
間
近
で

望
め
る
。

　
こ
れ
ま
で
東
京
駅
ま
で
の

往
路
は
約
３
時
間

分
か
か

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
陸
新

幹
線
を
利
用
す
る
と
最
寄
り

の
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
か
ら

約
２
時
間
半
で
戻
る
こ
と
が

で
き
る
。
ツ
ア
ー
最
終
日
の

特
別
見
学
は
約
７
時
間
か
か

る
が
、
こ
の
コ
ー
ス
は
「
北

陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
移

動
が
短
縮
で
き
た
こ
と
に
よ

り
実
現
で
き
た
」（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）。

　
「
北
陸
新
幹
線
利
用
の
旅

行
商
品
は
い
ず
れ
も
目
標
を

上
回
っ
て
お
り
、
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
の

は
メ
デ
ィ
ア
営
業
一
部
国
内

営
業
二
課
二
係
長
の
前
田
猛

さ
ん
。

　
そ
の
一
つ
が
往
路
に
北
陸

新
幹
線
を
利
用
す
る
「
北
陸

さ
い
は
て
の
秘
境
奥
能
登
半

島
大
周
遊
と
３
つ
の
絶
景
遊

覧
３
日
間
」（
首
都
圏
発
）。

２
月

日
現
在
、
約
１
１
０

０
人
の
予
約
が
入
っ
て
お

り
、
目
標
だ
っ
た
４
５
０
人

を
大
き
く
上
回
る
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
っ
た
。

　
個
人
で
は
行
き
に
く
い
能

登
半
島
を
バ
ス
で
巡
る
ほ

か
、
の
と
鉄
道
な
ど
地
方
鉄

道
の
利
用
や
「
コ
ス
モ
ア
イ

ル
羽
咋
」
、
輪
島
市
天
領
黒

島
「
角
海
家
」
の
見
学
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
の
が
消
費
者

の
関
心
を
集
め
た
よ
う
だ
。

料
金
は
２
人
合
計
で

万
～


万
円
。

　
「
北
陸
新
幹
線
で
行
く
空

海
列
車
３
つ
の
絶
景
遊
覧
と

じ
っ
く
り
金
沢
・
東
尋
坊
・

一
乗
谷
・
白
川
郷
夫
婦
お
ふ

た
り
旅
３
日
間
」
（
同
）
も

７
０
０
人
を
超
え
る
客
を
集

め
て
い
る
。

　
前
述
の
能
登
半
島
商
品
は

や
や
ハ
ー
ド
だ
が
、
こ
ち
ら

は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
コ
ー
ス

設
定
と
し
た
。
兼
六
園
や
白

川
郷
合
掌
造
り
集
落
な
ど
の

観
光
名
所
は
専
門
ガ
イ
ド
付

き
で
、
料
金
は

夫
婦
２
人
合
計

で

万
～

万

円
。こ
の
ほ
か
、

北
陸
新
幹
線
を

往
復
利
用
し
、

山
中
温
泉
の
吉

祥
や
ま
な
か
に

連
泊
す
る
、
３

日
間
で
２
人
合

計

万
円
と
い

う
高
額
商
品
も

売
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
日
本
旅
行
の
赤
い
風
船
東

日
本
事
業
部
は
、
首
都
圏
発

着
商
品
と
し
て
、
３
月

日

発
売
予
定
の
富
山
県
単
独
商

品
「
来
ら
れ
富
山
」
（
写
真

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
イ
メ
ー

ジ
。
変
更
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
）
と
、
同
日
発
売
予
定

の
富
山
、
石
川
両
県
商
品
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
地
元
の

行
政
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅

力
を
深
く
掘
り
下
げ
、
旅
行

商
品
と
し
て
新
た
に
開
発
し

た
。

　
新
幹
線
駅
を
基
点
と
し

て
、
宿
泊
地
ま
で
の
間
を
楽

し
く
過
ご
せ
る
企
画
を
考
え

て
い
る
。

　
「
薬
都
」
富
山
市
（
富
山

駅
）
で
は
、
昔
な
が
ら
の

「
座
売
り
」
（
対
面
販
売
）

を
行
う
老
舗
薬
種
商
の
「
池

田
屋
安
兵
衛
商
店
」を
訪
問
。

全
国
で
こ
こ
だ
け
と
い
う
、

丸
薬
の
製
造
体
験
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
。

　
鋳
物
の
産
地
、
高
岡
市

（
新
高
岡
駅
）
で
は
、
銅
器

工
房
の
見
学
と
と
も
に
、

「
金
屋
町
」
「
山
町
筋
」
と

い
う
、
二
つ
の
町
並
み
保
存

地
区
を
散
策
す
る
。
山
町
筋

に
４
月

日
オ
ー
プ
ン
す

る
、
地
元
の
祭
り
を
題
材
に

し
た
「
高
岡
御
車
山
（
み
く

る
ま
や
ま
）
会
館
」
も
見
学

す
る
。

　
黒
部
市
（
黒
部
宇
奈
月
温

泉
駅
）
で
は
、
お
い
し
い
湧

水
で
知
ら
れ
る
生
地
（
い
く

じ
）
を
訪
れ
、
街
中
の
名
水

巡
り
を
し
て
も
ら
う
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
富
山
県

が
「
Ａ
・
Ｋ
・
Ｂ
」
の
名
称

で
売
り
出
し
て
い
る
地
元
の

食
材
（
ア
マ
エ
ビ
、
カ
ニ
、

ブ
リ
）
を
使
っ
た
会
席
料
理

を
提
供
す
る
。

　
石
川
県
商
品
で
は
、
金
沢

駅
を
拠
点
に
、
金
箔
貼
り
な

ど
、
伝
統
工
芸
の
体
験
プ
ラ

ン
を
実
施
。
地
元
旅
行
会
社

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、

の
と
鉄
道
に
４
月

日
か
ら

運
行
さ
れ
る
観
光
列
車
「
の

と
里
山
里
海
号
」
に
乗
車
す

る
。
３
月

日
か
ら
始
ま
る

能
登
が
舞
台
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
小
説
の
ロ
ケ
地
な
ど
を
巡

る
。

　
Ｊ
Ｒ
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
や
宿

泊
の
み
の
予
約
も
で
き
る
メ

イ
ト
商
品
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
ッ

プ
が

～

代
を
中
心
に
好

評
だ
。
北
陸
の
ま
ち
歩
き
に

は
、
食
べ
歩
き
、
入
場
券
、

体
験
、乗
車
券
、ス
イ
ー
ツ
、

土
産
な
ど
の
得
な
ク
ー
ポ
ン

が
複
数
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

「
ま
ち
歩
き
北
陸
ら
く
ら
く

セ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
」
を
旅
行

代
金
に
プ
ラ
ス
す
る
の
が
お

す
す
め
。
輪
島
・
能
登
、
金

沢
、
富
山
、
山
中
温
泉
、
あ

わ
ら
温
泉
・
三
国
、
永
平
寺

の
６
エ
リ
ア
で
設
定
し
て
お

り
、
各
２
５
０
０
円
相
当
の

内
容
を
千
円
で
提
供
し
て
い

る
。
例
え
ば
一
番
人
気
が
高

い
金
沢
ク
ー
ポ
ン
は
、
近
江

町
市
場
の
「
廻
る
近
江
町
市

場
寿
し
」
で
の
食
事
券
、
ひ

が
し
茶
屋
町
「
懐
華
樓
」
入

場
券
、
北
陸
鉄
道
の
金
沢
周

遊
バ
ス
の
１
日
乗
り
放
題
券

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
４
月

日
に
運
行
を
開
始

す
る
、
の
と
鉄
道
観
光
列
車

「
の
と
里
山
里
海
号
」
の
乗

車
券
（
大
人
１
５
０
０
円
、

小
学
生
７
５
０
円
）
を
追
加

す
る
の
も
お
す
す
め
。
七
尾

―
穴
水
駅
間
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
の
停
車
や
全
国
で
２

両
し
か
な
い
郵
便
鉄
道
「
オ

ユ

」の
見
学
も
楽
し
め
る
。

　
旬
の
こ
だ
わ
り
の
旅
を
紹

介
す
る
メ
イ
ト
セ
レ
ク
ト
で

は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
記
念

商
品
の
「
高
山
と
白
川
郷
・

富
山
」
、
「
福
井
周
遊
と
山

中
温
泉
」
の
２
泊
３
日
の
コ

ー
ス
が
人
気
。
「
高
山
～
」

は
富
山
・
飛
騨
世
界
遺
産
バ

ス
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、食
事
は
飛
騨
牛
会
席
、

富
山
湾
寿
司
が
堪
能
で
き

る
。
「
福
井
～
」
は
福
井
フ

リ
ー
パ
ス
利
用
と
永
平
寺
拝

観
券
、
山
中
温
泉
食
べ
歩
き

ク
ー
ポ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
は
例
年
、

首
都
圏
発
で
は
上
越
新
幹
線

と
在
来
線
利
用
の
北
陸
商
品

を
１
種
類
販
売
し
て
い
る

が
、
今
季
は
新
幹
線
開
通
で

北
陸
人
気
が
高
ま
る
と
見
て

さ
ら
に
１
種
類
追
加
し
た
。

　

日
出
発
分
か
ら
の
新
商

品
は
、
北
陸
新
幹
線
か
東
海

道
新
幹
線
経
由
を
選
択
す
る

商
品
だ
が
「
ほ
と
ん
ど
が
北

陸
新
幹
線
を
選
択
す
る
」

（
岡
本
章
・
個
人
旅
行
事
業

部
企
画
造
成
担
当
課
長
）。新

商
品
の
人
気
は
高
く
、
上
越

新
幹
線
経
由
だ
っ
た
前
年
の

商
品
と
比
べ
て
「
２
０
０
％

越
え
」（
同
）に
達
し
て
い
る
。

　
新
商
品
で
は
、
部
屋
数
、

宿
泊
施
設
数
も
増
や
し
、
首

都
圏
発
着
で
は
こ
れ
ま
で
組

み
入
れ
な
か
っ
た
施
設
も
入

っ
て
い
る
。
主
に
カ
ウ
ン
タ

ー
店
舗
で
の
販
売
だ
が
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
短
時
間
で
無

く
な
る
ほ
ど
、
顧
客
の
関
心

を
集
め
て
い
る
。同
社
で
は
、

東
武
ト
ラ
ベ
ル
店
舗
で
も
目

玉
商
品
に
す
る
た
め
、
東
武

ト
ラ
ベ
ル
社
員
向
け
商
品
説

明
会
も
開
い
た
。

　
一
方
で
、
人
気
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
か
ら
在
庫
確
保

に
苦
労
し
て
お
り
、
「
売
り

た
い
が
商
品
が
な
い
」
状
態

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
岡
本
氏
は
「
在
庫
が
無
い

も
ど
か
し
さ
が
あ
る
。ま
た
、

北
陸
全
域
に
ま
ん
べ
ん
な
く

送
客
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
特
に
（
加
賀
温

泉
郷
や
和
倉
温
泉
な
ど
）
南

へ
の
誘
導
を
図
り
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
顧
客
の
中
に
は
北
陸
新
幹

線
往
復
で
は
な
く
周
遊
型
希

望
も
多
い
こ
と
か
ら
、
同
社

で
は
今
月
中
に
、
行
き
（
ま

た
は
帰
り
）
だ
け
北
陸
新
幹

線
を
利
用
し
、帰
り（
行
き
）

は
別
の
路
線
を
使
う
周
遊
型

商
品
を
投
入
す
る
。

http://www.kintarouonsen.co.jp/
http://www.g-housen.co.jp/
http://www.notoraku.co.jp/
http://morinosumika.jp/
http://rurikoh.jp/
http://hatori.jp/
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